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日
本
環
境
保
全
（
本
社・
茨
城

県
牛
久
市、
杉
山
静
素
社
長）
は、

小
型
で
低
コ
ス
ト
の
ご
み
処
理
シ

ス
テ
ム
「
J
B
0
ー
0
2
1」
を

開
発
し
た。
シ
ス
テ
ム
は、
既
存

の
焼
却
炉
と
比
べ
て
価
格
が
三
分

の一
で、
焼
却
灰
を
溶
融
炉
で
ス

ラ
グ
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、
建

材・
骨
材
に
も
利
用
で
き
る。
茨

城
県
鹿
鳥
町
に
納
入
す
る
こ
と
が

内
定
し
て
い
る。

シ
ス
テ
ム
は、
冷
蔵
庫・
テ
レ

ビ・
自
転
車
な
ど
を
焼
却
す
る
粗

大
ご
み
焼
却
炉、

建染
用
ビ
ニ
ー

ル・
ゴ
ム
製
品
の
タ
イ
ヤ・
ゴ
ム

類
焼
却
炉、
生
ご
み
の
ロ
ー
タ
リ

ー
キ
ル
ン
式
焼
却
炉、
焼
却
灰
を

処
理
す
る
超
小
型
溶
融
炉、
排
煙

処
理
装
置
で
構
成。
処
理
能
力
が

日
量
五
〇
介
の
シ
ス
テ
ム
で、
価

格
は
十
六
億
円
前
後
と
な
る。

溶
融
炉
は、
バ
ー
ナ
ー
で
焼
却

灰
を一、
七
0
0
度
に
熱
し、
溶

融
物
を
二
0
上―1
0
度
の
水
で
急

速
に
冷
却
す
る
こ
と
で、
0•
五

ーニ
・
五

f
l
fリ
の
大
き
さ
で
硬
度
八

O
I
九
0キロ
の
ス
ラ
グ
を
生
成
す

る。
ス
ラ
グ
は、
重
金
隅
を
含
ん

で
い
な
い
た
め、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
の
骨
材、
路
盤
材
な
ど

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る。

溶
融
炉
は、
二、
三
0
0
x
五、

―-
o
o
x
四、
ニ―
0"'リ
と
小
型

化
を
実
現、
燃
料
に
廃
油
を
使
う

た
め
灯
油・
重
油
の
溶
融
炉
と
比

べ
て
約
五
形
の
コ
ス
ト
で
処
理
す

る
こ
と
が
で
き
る。
排
煙
に
含
ま

れ
る
有
害
物
は、
茨
城
県
公
害
防

止
協
会
の
検
査
で、
抵
準
値
の一

0
分
の一
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
て
い
る。

日
量
五
0
外
を
処
理
す
る
シ
ス

テ
ム
に
必
要
な
敷
地
面
積
は、
三

三
0
ー
四
0
0
平
方
店
で、
地
下

に
焼
却
施
設
を
埋
設
す
れ
ば、
景
き
る。

で
見
積
も
り
を
提
出、
今
夏
の
設

観
の
向
上、
土
地
の
有
効
利
用
に

鹿
島
町
に
は、
超
小
型
溶
融
炉
置
完
了
を
予
定
し
て
い
る。

役
立
つ。
溶
融
炉
は、
焼
却
灰
を
と
ロ
ー
タ
リ
ー
キ
ル
ン
式
焼
却
炉

問
い
合
わ
せ
は、
同
社・
電
話

五
分
の一
に
減
量
す
る
こ
と
が
で
四
基
を
納
入
す
る。
三
十
七
億
円
0
二
九
七
ー
七
四
ー
四
三
五一
。

灰
を
ス
ラ
グ
化
し
建
材
利
用

晋
ネ
ト
8]
1
三

饂細

日本環境保全

焼却灰を溶融する炉の上部


